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概要 
本資料は CMOS ロジック IC各シリーズの特長・電気的特性・製品の選択フローを説明しています。 
また入力トレラントや出力パワーダウンプロテクションの説明と電圧変換方法などについても記載しています。 
シリーズとしてはスタンダード / ハイスピード ( HC ) / アドバンスト ( AC ) / ベリーハイスピード ( VHC ) /  
ローボルテージ ( LCX ) /ベリーローボルテージ ( VCX )を取り上げています。   
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1. CMOS ロジック ICの選択方法 
CMOSロジック ICには複数のシリーズがあります。各シリーズはプロセスや開発仕様により特性が異なります。また、シリーズ
ごとにラインアップされているファンクションやパッケージも異なります。 
本資料は、回路構成の際、システム電圧、信号の動作周波数、付加機能などをもとに、CMOSロジック ICのどのシリーズ
を選択するべきかその方法を説明します。 
 
1.1.各シリーズの特性概要は、各シリーズの特性と付加機能やパッケージについて表で示します。 

各シリーズの特徴を表形式でまとめていますので、複数の項目についてシリーズごとに同時に比較することができます。 
1.2.CMOS ロジック IC の選択方法フローは、システム電圧と信号の動作周波数をもとに使用可能なシリーズの絞り込み 

をフローで示します。 
1.3.特性と付加機能については、1.1.や 1.2.で示す特性や付加機能の考え方や選択の一助となる情報を示します。 
 
なお、詳細な仕様は各製品で異なる場合がありますので、個別のデータシートを確認してください。 
CMOS ロジック ICのファンクションに関する説明は『CMOS ロジック ICの基礎』に記載がありますので、併せて活用してくだ
さい。 

 
1.1. 各シリーズの特性概要 
各シリーズの特徴について以下に記載します。 
 スタンダード： 幅広い動作電圧（3～18 V）をカバーしており、システム電圧 6 V以上で一般的に使われます。 
 ハイスピード： スタンダードよりも高速動作（～40 MHz）し、システム電圧 5 V系で一般的に使われます。 
 アドバンスト： 高速動作（～90 MHz）、高出力電流（±24 mA）であり、伝送ラインドライバーなどに適します。 
 ベリーハイスピード：  高速動作（～90 MHz）と低ノイズ性能を両立、高速動作用途で一般的に使われます。 
 ローボルテージ、ベリーローボルテージ： 低電圧（3 V系）で 5 V系の製品(AC, VHC)と同等以上の高速動 

作を達成しており（LCX 120 MHz, VCX 380 MHz）、 
2.5 Vや 1.8 V での動作を保証しています。 
 

各シリーズの特性や付加機能について表 1.1 に示します。表 1.1 には基本仕様として各シリーズが主に使用されるシステ
ム電圧、最大動作周波数(*a)、駆動能力を示します。また、付加機能として入力が TTL レベル(*b)製品の有無、入
出力トレラントの有無を示します。付加機能とパッケージは該当するものをチェックしています。なお、詳細な仕様は各製品
で異なる場合がありますので、個別のデータシートを確認してください。 
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表 1.1  各シリーズの特性一覧表 

シリーズ名 スタンダード ハイスピード アドバンスト ベリーハイスピード *1 ローボルテージ ベリーローボルテージ 
シリーズ略称 STD HC AC VHC LCX VCX 

品番 *2 TC40xxB 
TC45xxB 

TC74HC 
TC74HCT 

74HC 
74HCT 

TC74AC 
TC74ACT 

TC74VHC 
TC74VHCT 

74VHC 
74VHCT 

TC74LCX 
74LCX TC74VCX 

基
本
仕
様 

システム電圧 6.0 V 以上 5.0 V 5.0 V 5.0 V 1.65 ～ 3.6 V 1.2 ～ 1.65 V 

最大動作周波数 *3 ～10 MHz 
@VDD=5.0 V 

～40 MHz 
@VCC=4.5 V 

～90 MHz 
@VCC=5.0 V 

～90 MHz 
@VCC=5.0 V 

～120 MHz 
@VCC=3.0 V 

～380 MHz 
@VCC=3.0 V 
～30 MHz 

@VCC=1.5 V 

駆動能力 
(出力電流 IOH, IOL) 

±0.51 mA 
@VDD=5.0 V 

±4 mA, 
@VCC=4.5 V 

*4 

±24 mA 
@VCC=4.5 V 

±8 mA, 
@VCC=4.5 V 

*5 

±24 mA 
@VCC=3.0 V 

±24 mA 
@VCC=3.0 V 

±2 mA 
@VCC=1.5 V 

機
能 

入力 TTL レベル － ✓ ✓ ✓ ✓ *6 ✓ *6 
入力トレラント － － － ✓ ✓ ✓ 
出力トレラント － － － ✓ *7 ✓ ✓ 

パ
ッ
ケ
ー
ジ 

リード挿入タイプ DIP ✓ ✓ ✓ ✓ － － 

表面実装タイプ 

SOIC － ✓ － － － － 
SOP ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ － 

TSSOP ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ 
US － － － ✓ ✓ ✓ 

他社互換シリーズ名 
CD4000B 
HEF4000 
MC14000 

SN74HC 
MM74HC 
MC74HC 

SN74AC 
74AC 

MC74AC 

SN74AHC 
74AHC 

MC74VHC 
SN74LV-A 

SN74LVC 
74LVC 

MC74LCX 

SN74ALVC 
SN74ALVT 

74ALVC 
74ALVT 

*1 ベリーハイスピードにはファンクション番号の前に 9や Vがつく製品があります（VHC9、 VHCV）。9はシュミットトリガー機能を持つ製品である
ことを示し、Vはシュミットトリガー機能とベリーハイスピードの中で駆動能力（出力電流）を高くした製品であることを示します（VHC ±8 mA、
VHCV ±16 mA）。シュミットトリガー機能については 1.3.4 を参照してください。 

*2 ハイスピード、アドバンスト、ベリーハイスピードにはファンクション番号の前に T がついた製品があります。入力が TTL レベルの製品であることを示
します。詳細は 1.3.1.を参照してください。 

*3 最大動作周波数は代表製品の伝搬遅延時間（標準値）を用いた計算値です。詳細は 1.2.2.を参照してください。 
*4 ハイスピードのバッファー品は±6 mA です。 
*5 VHCVは±16 mA です。 
*6入力 LVTTL レベルを満たします。詳細は 1.3.1.を参照してください。 
*7 VHCT, VHCV が該当します。 

 
（*a 最大動作周波数は、代表製品（TC4001, 74HC244, TC74AC244, 74VHC244, 74LCX244, TC74VCX244）の伝搬 
遅延時間（標準値）を用いた計算値です。当社測定条件下での参考値として考えてください。詳細は 1.2.2.を参照してください。） 

（*b 入力 TTL レベルとは、CMOS ロジック IC の入力しきい値電圧をバイポーラー型ロジック IC の入力しきい値電圧に合わせた機能です。 
詳細は 1.3.1.を参照してください。）  
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1.2. CMOS ロジック ICの選択方法 
1.2.1では、CMOS ロジック IC のシステム電圧と信号速度による選択方法の一例をフローで示します。 
1.2.2では、データシートに最大動作周波数の記載がない製品の計算方法を示します。 

1.2.1. システム電圧と動作周波数による選択方法フロー 
システム電圧と動作周波数による選択方法のフローを図 1.1 に示します。このフローは、システム電圧で使用可能なシリー
ズを絞り込み、さらに信号の動作周波数から使用可能なシリーズを絞り込むことができます。 

システム電圧、動作周波数での選択

システム電圧は？

1.5 V系
1.2 ～ 1.65 V

5 V系
4.5 ～ 5 V6 V以上 3 V系

1.65 ~ 3.6 V

動作周波数は？*1 動作周波数は? *1

最大10 MHz
@VDD = 5 V

最大40 MHz
@VCC = 4.5 V

最大90 MHz
@VCC = 5 V

最大120 MHz
@VCC = 3 V

最大380 MHz
@VCC = 3 V

最大30 MHz
@VCC = 1.5 V

STD HC AC LCX VCX

最大60 MHz
@VCC = 3 V

VHC

*2

 
図 1.1  選択方法のフロー 

 
*1：最大動作周波数は伝搬遅延時間（標準値）を用いた計算値です。詳細は 1.2.2.を参照してください。 
*2：図 1.4 に示すとおり、出力の負荷容量（CL）が 50pF程度の場合は、伝搬遅延時間に差がないため、 

AC と VHC の最大動作周波数はほぼ同等です。これらは駆動能力（出力電流）で使い分けます。 
AC（駆動能力±24 mA）：大きな駆動能力が必要となるような入力がバイポーラー構造のデバイスや、 
容量性負荷の大きいシステムへ接続する場合に選択してください。 しかし、ACのように駆動能力が大きい 
製品を容量性負荷の小さいシステムへ接続する場合は、出力の立ち上がり立ち下がり時間が短くなり、一般的に 
ノイズが出やすくなります。最適な駆動能力の製品を選択してください。 

VHC（駆動能力±8 mA）：大きな駆動能力が必要とならない入力が CMOS構造のデバイスや、 
容量性負荷の小さいシステムへ接続する場合に選択してください。同一の容量性負荷で AC と比較すると、 
出力の立ち上がり立ち下がり時間が長く、ノイズが出にくいです。 
なお VHC末尾に Vがつく製品の出力電流は±16 mAです。（リンク） 

 
  

https://toshiba.semicon-storage.com/list/index.php?f%5B%5D=5%7CVHCV&p=&h=&sort=0%2Casc&code=param_504&region=jp&lang=ja&cc=&scroll_x=0&scroll_y=0
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1.2.2. 最大動作周波数 

表 1.1 に各シリーズの最大動作周波数について示していますが、データシート記載の伝搬遅延時間(tpLH、 tpHL)を用い
て以下計算式により算出した概算値です。 
最大動作周波数 ≒ 1/(tpLH ＋ tpHL) 
各製品の最大動作周波数もほぼ同等の値になります。ただし、データシート記載の条件下での参考値として考えてくださ
い。tpLH、 tpHLの測定回路と伝搬遅延波形を図 1.2 に示します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 1.2  伝搬遅延時間の測定回路と入出力波形 
 

＜最大動作周波数の電圧別比較＞ 
各シリーズの最大動作周波数をシステム電圧別に図 1.3 に示します。 
信号の動作周波数を確認していただき、シリーズを検討してください。なお、3.0 Vのような低電圧のシステムで VHCなど
の 5.0 V系製品を使うこともできますが、最大動作周波数は低くなりますので注意してください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
                         図 1.3  最大動作周波数 
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＜伝搬遅延時間と負荷容量特性＞ 
伝搬遅延時間は負荷容量依存性があります（図 1.4）。負荷容量 CLが大きくなると、充放電にかかる時間が長くなる
ため、伝搬遅延時間は長くなります。 
図 1.4は、５V系システムでよく使われる３つのシリーズ

（AC、VHC、HC）の代表品種での CL依存性を示してい
ます。各製品の出力電流は TC74AC00が±24 mA、
74VHC00が±8 mA、TC74HC00が±4 mAです。出力
電流(IOH、 IOL)が大きい製品は、対負荷容量特性が良く

なります（CLの値に対する伝搬遅延時間の変化量は小さ
い）。ただし、出力電流が大きい製品は出力の立ち上がり
立ち下がり時間が短いことから、各種ノイズ（スイッチングノイ
ズ、反射、クロストーク、EMI）は大きくなりますので、選定に
あたっては適切な出力電流の製品を選択することが重要で
す。 
 

図 1.4  伝搬遅延時間の負荷容量特性 
 

＜5.0 V系(HC、AC、VHC)の入出力応答波形＞ 
5.0 V系の各シリーズの入出力応答波形を図 1.5 に示します。 
出力電流が大きい製品（AC と VHC）は出力の立ち上がり時間が短く、出力電流が小さい製品（HC）は出力の立ち
上がり時間が長いことが分かります。 
74VHC00FT と TC74AC00FTはほぼ同等の入出力応答ですが、出力電流の大きい TC74AC00FTはオーバーシュ
ート・アンダーシュートが大きくなっています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

図 1.5  入出力応答波形 
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1.3. 特性と付加機能について 
この章では1.1.や1.2.で示す特性や付加機能について説明します。具体的には、入力TTLレベルの説明を含む入出力
電圧範囲、入力トレラント、出力トレラント、シュミットトリガーについてです。 
 

1.3.1. 入出力電圧範囲 
CMOSロジック ICは、ICの入力がハイ（以降”H”と記載）やロー（以降“L”と記載）レベルとして判定することが可能な
入力電圧(VIH, VIL)を規定しています。また、出力レベルが”H”や“L”を示す出力電圧範囲(VOH, VOL)を規定していま
す。この章では入出力電圧範囲を図 1.6のように示します。図の左側は入力電圧を示し、右側は出力電圧を示します。 

L範囲

VIH

VIL

VCC

GND

VOH

VOL

入力電圧 出力電圧

H範囲
 

図 1.6  入出力電圧範囲を示す図の説明 

 
データシートでは以下のように記載されています。74VHC240の例を図 1.7 に示します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 1.7  データシートにおける入力電圧、出力電圧 

 
＜入力 TTL レベルについて＞ 
入力 TTL レベルとは、CMOS ロジック ICの入力しきい値電圧をバイポーラー型ロジック ICの入力しきい値電圧に合わ

せた機能です。バイポーラー型ロジック ICのローレベル入力電圧 VIL(Max)は 0.8 V、ハイレベル入力電圧 VIH(Min)は
2.0 Vです。このレベルを TTL レベルと呼びます。HCT、ACT、VHCTのようにシリーズ名末尾に Tがつく製品は入力が
TTL レベルの製品です。また、電源電圧 3 Vの場合も LVTTL という規格(JEITA ED-5001A)があり、TTL レベルと同
様のしきい値電圧が規格化されています。LCX、VCXは LVTTL を満たしています。 

VCC=4.5 V の場合、
1.35 V以下で L と判断 

VCC=4.5 V の場合、 
8 mA出力時H電圧は
3.80 V以上を出力 

VCC=4.5 V の場合、 
8 mA出力時 L電圧は
0.44 Ｖ以下を出力 

VCC=4.5 V の場合、
3.15 V以上でHと判断 
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各シリーズの入力電圧(VIH, VIL)と出力電圧(VOH, VOL)を図 1.8 に示します。 

出力電圧の幅(VOHーVOL)は、出力電流が低いほど広くなります。 
 
1) VCC = 4.5 V での比較 

 
2) VCC = 3 or 1.65 Vでの比較 

 
3) VDD = 5 ~ 15 Vでの比較（STD） 

 
注）入出力電圧範囲は、代表製品（TC4001, 74HC244, TC74AC244, 74VHC244, 74LCX244, TC74VCX244）の
-40~85℃でのワースト値で記載しています。 

図 1.8  各シリーズの入出力電圧範囲  
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CMOSロジック I/O電圧比較：VCC = 3 or 1.65 V

L範囲 H範囲

4.0 1.5 3.0 0.5 1.5 0.4

7.0 12.0
4.0 9.0

2.0 4.2

4.0 1.5

3.0 0.5

1.5 0.4
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10.0

20.0

入力 出力
2.8mA

入力 出力
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入力 出力
0.4mA

CMOSロジック I/O電圧比較：VDD = 5 ~ 15 V (STD)

L範囲 H範囲

AC                 VHC                HC                 ACT               VHCT              HCT                    

VDD = 15 V                          VDD = 10 V                           VDD = 5 V              

VHC                 LCX                   LCX                   VCX                 VCX                        
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1.3.2. 入力トレラント（入力パワーダウンプロテクション） 
トレラントとは「耐性のある」という意味です。入力トレラント機能とは、入力電圧が電源電圧以上に高く設定されたとき、ま
た、電源 VCC=0V のときに、入力から電源に向かって電流が流れない機能です。入力電圧規格については、データシート

の動作範囲に記載されています。入力規格が 0～VCCの製品は、ダイオードがある回路（トレラント機能なし）を採用し

ているため、VCC以上の電圧を印加することはできません。 
VHC、VHCT、VHC9、VHCV、LCXの入力電圧は、0～5.5 V（入力トレラント機能あり）となっていますので、電源
電圧に関係なく 5.5 V までの電圧が入力に印加可能です（図 1.9）。 
VCXの入力電圧は、0～3.6 V（入力トレラント機能あり）となっていますので、電源電圧に関係なく 3.6 V までの電圧
が入力に印加可能です。 
STD、AC、ACT、HC、HCT の入力電圧は 0～VCC となっていますので、入力トレラント機能はありません。(入力トレラ
ント機能についてシリーズごとでまとめて記載していますが、各製品で異なる場合がありますので、個別のデータシートを確
認してください。) 
 

1.3.3. 出力トレラント（出力パワーダウンプロテクション） 

出力トレラント機能とは、出力がハイインピーダンスのとき、また、電源 VCC =0V のときに、出力から電源に向かって電流が

流れない機能です。出力電圧規格については、データシートの動作範囲に記載されています。出力規格が 0～VCCの製

品は、ダイオードがある回路（トレラント機能なし）を採用しているため、VCC以上の電圧を印加することはできません。 
VHCT、VHCV、LCXの出力電圧は、出力がハイインピーダンスのとき、0～5.5 V （出力トレラント機能あり）となって
いますので、電源電圧に関係なく 5.5 V までの電圧が出力に印加可能です（図 1.9）。 
VCXの出力電圧は、出力がハイインピーダンスのとき、0～3.6 V （出力トレラント機能あり）となっていますので、電源
電圧に関係なく 3.6 V までの電圧が出力に印加可能です。 
STD、AC、ACT、HC、HCT、VHC、VHC9の出力電圧は 0～VCC となっていますので、出力トレラント機能はありませ
ん。(出力トレラント機能についてシリーズごとでまとめて記載していますが、各製品で異なる場合がありますので、個別のデ
ータシートを確認してください。) 
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 入力トレラント機能あり 入力トレラント機能なし 

出
力
ト
レ
ラ
ン
ト
機
能
あ
り 

VHCT、VHCV、LCX、VCX シリーズ 
（VCXは入出力に 3.6 V までの電圧が印加可能で
す。） 

 

出
力
ト
レ
ラ
ン
ト
機
能
な
し 

VHC、VHC9 シリーズ STD、AC、ACT、HC、HCT シリーズ 

図 1.9  入出力トレラントと入出力端子にかけてよい電圧 
 

入出力トレラント機能の有無や入出力電圧について表 1.2 に示します。各製品で異なる場合がありますので、個別のデ
ータシートを確認してください。 

表 1.2  入出力トレラント機能について 

トレラント機能 入力・出力ともにあり 入力のみあり 入力・出力ともになし 

シリーズ 
VHCT, VHCV, 

LCX, VCX, 
VHC, VHC9 STD, AC, ACT, HC, 

HCT 

入力電圧 
動作時 

0～5.5 V 
(VCX 3.6 V) 

0～5.5 V 0～VCC 

電源電圧 0V時 
0～5.5 V 

(VCX 3.6 V) 
0～5.5 V 0 V 

(電圧供給不可) 

出力電圧 

出力イネーブル時 0～VCC 0～VCC 0～VCC 

出力ディセーブル時 
0～5.5 V 

(VCX 3.6 V) 
0～VCC 0～VCC 

電源電圧 0V時 
0～5.5 V 

(VCX 3.6 V) 
0 V 

(電圧供給不可) 
0 V 

(電圧供給不可) 
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1.3.4. シュミットトリガー 
シュミットトリガーは、入力しきい値電圧にヒステリシスを持つ構造のことです。 
入力しきい値電圧にヒステリシスを持つシュミットバッファーの入出力波形を図1.10に、入出力電圧特性を図1.11に示し
ます。 
入力しきい値電圧にヒステリシスを持つ製品は、入力電圧を上げていくときのしきい値(VP)と、入力電圧を下げていくときの

しきい値(VN)が異なります。入力しきい値電圧にヒステリシス(VH)を持たせることで、立ち上がり、立ち下がり時間の遅い
信号が入力されても出力は安定します。また、このときノイズが重畳している入力信号や、ノイズによって電源電圧や GND
が揺れる場合でも、ヒステリシス幅を超えなければ、出力は変化しません。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

        図 1.10  入出力波形 図 1.11  入出力電圧特性 

 
 
入力しきい値電圧にヒステリシスを持つ代表的な製品として、シュミットインバーター(14)や、シュミットトリガー機能を持った
2入力NAND(132)があります。()内はファンクション番号を示しています。当社 VHC9 と VHCVは、(14)や(132)に限
らずシュミットトリガー機能を持ちます。 
 
また、VHC と VHCTは入力簡易シュミット特性を持ちます((14),(132)を除く)。入力簡易シュミット特性は最大、最小
値を規定していません。ヒステリシス値を規定した製品が必要な場合は、シュミットトリガー機能を持つ製品を選択してくださ
い。 
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1.3.5. 電圧変換の方法 
CMOS ロジック IC はシステム電圧の異なる IC 間をつなぐインターフェースとして使用されることがあります。この章では、電
圧変換の方法について示します。電圧の昇降圧と信号方向に合わせて実現方法を表 1.3 に示します。①から④の各方
法について以下に説明します。図 1.12～図 1.15はそれらのイメージ図を示します。 
 

表 1.3  電圧変換の方法 

電圧 
変換 

信号 
方向 

方法 方法の説明 

降圧 単方向 

①入力トレラント 
入力端子から電源方向へのダイオードがないので、入力トレラント
の範囲内で任意の電圧を入力できます。 

②オープンドレイン 
プルアップ抵抗に接続する電源の電圧に変換できます。 
立ち上がり時間がプルアップ抵抗の影響を受けるため、出力の立ち
上がり立ち下がり時間の遅延時間が異なります。 

昇圧 単方向 

②オープンドレイン 
（*出力トレラント機能ありの製品
のみ） 

プルアップ抵抗に接続する電源の電圧に変換できます。 
立ち上がり時間がプルアップ抵抗の影響を受けるため、出力の立ち
上がり立ち下がり時間の遅延時間が異なります。 

③レベルシフター（バッファー） 
製品内部にレベル変換回路を持った 2電源バッファータイプの製品
です。 

昇降圧 双方向 

③レベルシフター（バッファー） 
製品内部にレベル変換回路を持った 2電源バッファータイプの製品
です。 

④レベルシフター（バススイッチ） 
外付けのプルアップ抵抗でレベル変換する 2電源バススイッチタイプ
の製品です。立ち上がり時間がプルアップ抵抗の影響を受けるた
め、出力の立ち上がり立ち下がり時間の遅延時間が異なります。 
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①入力トレラント （降圧（単方向）） 
入力トレラント機能（入力端子から電源方向へのダイオードがない）により高い電圧から低い電圧のレベル変換ができま
す。入力トレラント機能は電源が VCC=0Vの状態で、入力電圧の範囲内電圧が与えられるケースも許容され不要な電
流も流れません。また、伝搬遅延時間の低下もなく簡単にレベル変換できます。 
＜使用製品の候補＞ 

5V→3Vの電圧変換では、VHCや LCXが使用できます。 
3V→1.2V の電圧変換では、VCX が使用できます。 
 

 
 
 
 
 

図 1.12  入力トレラントを使用した降圧 

 
②オープンドレイン （（降圧、昇圧）単方向） 
オープンドレイン製品の出力端子にプルアップ抵抗を接続し、プルアップ抵抗の別の一端を任意の電源に接続します。任意
の電源の電圧に変換できます。ただし、オープンドレイン製品の電源電圧よりも高い電源にプルアップ抵抗を接続する場
（図 1.13 で、VCCA<VCCBの場合）は、VCCBから VCCAへ電流が流れないようにするために出力トレラント機能がある
製品を選択していただく必要があります。 
また、プルアップ抵抗を介して定常電流が流れるので抵抗値の選定が必要です。CMOS ロジック IC が“L”を出力するとき
に電流値が大きくなります。また、立ち上がり時間がプルアップ抵抗の影響を受けるため、出力の立ち上がり立ち下がり時
間の遅延時間が異なります。 
＜使用製品の候補＞ 
 降圧では、オープンドレイン（03、05、07）が使用できます。 
 昇圧では、出力トレラント機能ありの VHCV、LCXのオープンドレイン（05、07）が使用できます。 
 

 
図 1.13  オープンドレインを使用した降圧と昇圧 
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③2電源レベルシフター バッファータイプ （昇圧（単方向）、昇降圧（双方向）） 
製品内部にレベル変換回路を持った 2電源バッファータイプの製品です。 
昇圧（単方向）のみレベル変換可能な製品と、昇降圧（双方向）のレベル変換可能な製品があります。昇降圧（双
方向）の製品は DIR端子を用いて信号方向を制御します。 
VCCA<VCCB となる電位差のシステムで使用する必要がある製品もありますので、個別データシートを確認してください。 
オープンドレインによるレベル変換よりも高速動作し、消費電流も少ないです。 
＜使用製品の候補＞ 
昇圧(VCCA=1.1～2.7 V→VCCB=1.65～3.6 V)では、TC7SP3125(OEあり)が使用できます。 
低ノイズの TC7SPN3125 もあります。 
昇圧(VCCA=1.1～2.7 V→VCCB= VCCA～3.6 V)では、TC7SPN334(OEなし、低ノイズ)が使用できます。 

昇降圧（VCCA=4.5～5.5 V→VCCB=2.3～3.6 V）では、TC74LCX163245が、 

（VCCA=2.3～3.6 V→VCCB=4.5～5.5 V）では、TC74LCX164245が使用できます。 

昇降圧（VCCA=2.3～3.6 V→VCCB=1.65～2.7 V）では、TC74VCX163245が、 

（VCCA=1.65～2.7 V→VCCB=2.3～3.6 V）では、TC74VCX164245が使用できます。 

昇降圧（VCCA=1.1～2.7 V→VCCB=1.65～3.6 V）では、TC7MP3125 が使用できます。低ノイズの 
TC7MPN3125 もあります。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 1.14  2電源レベルシフター バッファータイプを使用した昇降圧 
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④2電源レベルシフター バススイッチタイプ （昇降圧（双方向）） 
外付けのプルアップ抵抗でレベル変換する 2電源バススイッチタイプの製品です。 
バススイッチタイプのため、信号方向の制御なし（DIR制御なし）に 2電源間のインターフェースとして使用できます。 
この製品は I2C通信で使用できます。single pole single throw（SPST）と single pole double throw（SPDT）
の製品があります。VCCA<VCCB となる電位差のシステムで使用する必要があります。 
プルアップ抵抗を介して定常電流が流れるので抵抗値の選定が必要です。製品が“L”を出力するときに電流値が大きくな
ります。また、立ち上がり時間がプルアップ抵抗の影響を受けるため、出力の立ち上がり立ち下がり時間の遅延時間が異な
ります。 
＜使用製品の候補＞ 
昇降圧（VCCA=1.65～5.0 V ⇔ VCCB=2.3～5.5 V） 
SPSTの場合、TC7SPB9306（OE=H アクティブ）、TC7SPB9307（/OE=L アクティブ）が使用できます。 
Bit数が複数ある製品もラインアップしています。 
TC7WPBxxxxは 2bit、TC7QPBxxxxは 4bit、TC7MPBxxxxは 8bitの製品です。 

SPDTの場合、TC7MPB9326（OE=H アクティブ）、TC7MPB9327（/OE=L アクティブ）が使用できます。 
これらは 2bit の製品です。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 1.15  2電源レベルシフター バススイッチタイプを使用した昇降圧 
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1.4. 関連リンク 
■製品のラインアップ（カタログ） 
 
■製品のラインアップ（パラメトリックサーチ） 
 
■オンラインディストリビュータご購入、在庫検索 
 
■汎用ロジック ICの FAQ 
 
■アプリケーションノート 
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製品取り扱い上のお願い 
株式会社東芝およびその子会社ならびに関係会社を以下「当社」といいます。 
本資料に掲載されているハードウエア、ソフトウエアおよびシステムを以下「本製品」といいます。 
• 本製品に関する情報等、本資料の掲載内容は、技術の進歩などにより予告なしに変更されることがあります。 
• 文書による当社の事前の承諾なしに本資料の転載複製を禁じます。また、文書による当社の事前の承諾を得て本資料を転載
複製する場合でも、記載内容に一切変更を加えたり、削除したりしないでください。 

• 当社は品質、信頼性の向上に努めていますが、半導体・ストレージ製品は一般に誤作動または故障する場合があります。本製
品をご使用頂く場合は、本製品の誤作動や故障により生命・身体・財産が侵害されることのないように、お客様の責任において、
お客様のハードウエア・ソフトウエア・システムに必要な安全設計を行うことをお願いします。なお、設計および使用に際しては、本
製品に関する最新の情報（本資料、仕様書、データシート、アプリケーションノート、半導体信頼性ハンドブックなど）および本製
品が使用される機器の取扱説明書、操作説明書などをご確認の上、これに従ってください。また、上記資料などに記載の製品デ
ータ、図、表などに示す技術的な内容、プログラム、アルゴリズムその他応用回路例などの情報を使用する場合は、お客様の製品
単独およびシステム全体で十分に評価し、お客様の責任において適用可否を判断してください。 

• 本製品は、特別に高い品質・信頼性が要求され、またはその故障や誤作動が生命・身体に危害を及ぼす恐れ、膨大な財産損
害を引き起こす恐れ、もしくは社会に深刻な影響を及ぼす恐れのある機器（以下“特定用途”という）に使用されることは意図さ
れていませんし、保証もされていません。特定用途には原子力関連機器、航空・宇宙機器、医療機器（ヘルスケア除く）、車
載・輸送機器、列車・船舶機器、交通信号機器、燃焼・爆発制御機器、各種安全関連機器、昇降機器、発電関連機器な
どが含まれますが、本資料に個別に記載する用途は除きます。特定用途に使用された場合には、当社は一切の責任を負いませ
ん。なお、詳細は当社営業窓口まで、または当社Web サイトのお問い合わせフォームからお問い合わせください。 

• 本製品を分解、解析、リバースエンジニアリング、改造、改変、翻案、複製等しないでください。 
• 本製品を、国内外の法令、規則及び命令により、製造、使用、販売を禁止されている製品に使用することはできません。 
• 本資料に掲載してある技術情報は、製品の代表的動作・応用を説明するためのもので、その使用に際して当社及び第三者の
知的財産権その他の権利に対する保証または実施権の許諾を行うものではありません。 

• 別途、書面による契約またはお客様と当社が合意した仕様書がない限り、当社は、本製品および技術情報に関して、明示的に
も黙示的にも一切の保証（機能動作の保証、商品性の保証、特定目的への合致の保証、情報の正確性の保証、第三者の
権利の非侵害保証を含むがこれに限らない。）をしておりません。 

• 本製品、または本資料に掲載されている技術情報を、大量破壊兵器の開発等の目的、軍事利用の目的、あるいはその他軍事
用途の目的で使用しないでください。また、輸出に際しては、「外国為替及び外国貿易法」、「米国輸出管理規則」等、適用あ
る輸出関連法令を遵守し、それらの定めるところにより必要な手続を行ってください。 

• 本製品の RoHS適合性など、詳細につきましては製品個別に必ず当社営業窓口までお問い合わせください。本製品のご使用に
際しては、特定の物質の含有・使用を規制するRoHS指令等、適用ある環境関連法令を十分調査の上、かかる法令に適合す
るようご使用ください。お客様がかかる法令を遵守しないことにより生じた損害に関して、当社は一切の責任を負いかねます。 
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